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 本論文は 5 章から構成されており、以下各章の概要を述べ、評価を加える。  
第１章「序論」は、本研究の背景と目的を明らかにすると共に本論文の概
要について述べている。                           
第２章「環境系センサーネットワークシミュレータ」では、センサーネッ
トワークシステム設計に必要となるシミュレータの提案と評価を述べている。
提 案 す る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 法 は 、 セ ン サ ー ノ ー ド ・ ハ ー ド ウ ェ ア は
ESL(Elec t r i c  System Leve l )  技術，個々のセンサーノード間はマルチエージ
ェントシステム技術を用い，環境の影響は確率分布モデルを組み 合わせた構






シミュレータ NS2 との比較し、100  ノード規模のシステムで約 1 .3  倍，1000  









行 う た め 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 判 断 指 標 と し て 、 通 信 品 質 LQI(Linked  












院 ( ITRI)との共同研究で実施され、 10~50m 間隔に設置された最大 100 ノー
ド規模で、複数エリアで行い、傾斜角、土壌水分測定を 10 分毎に測定を行
った。従来の類似研究では 7[Ah]のバッテリを用い、 129 日間の計測に成功
しているが、最終的にはバッテリ交換が必要となっていた。これに対し、提












ターバル運用を行い、 1 年以上の継続的なデータ収集に成功している。  
第５章「結論」では、本研究で得られた成果を総括している。  
以上を要するに、本論文は、センサーネットワークシステムを電力、通信
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